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トリニダード・トバゴ月間情勢報告 

（２０２３年８月） 

在トリニダード・トバゴ日本国大使館 

 

 

８月のトリニダード・トバゴの内政、経済、外交月間報告は以下の通り。 

 

１ 概況 

●約１００名のベネズエラ人移民が強制送還された。中には国連難民高等弁務

官事務所（ＵＮＨＣＲ）により難民・亡命者認定されている人も含まれてお

り、ＵＮＨＣＲ及び国際人権ＮＧＯアムネスティ・インターナショナルがＴＴ

政府に対し強制送還の停止を要請。 

●１４日に実施された地方選挙において、１４選挙区中、与党人民国家運動

（ＰＮＭ）と野党統一国民会議（ＵＮＣ）が７対７で拮抗した。 

●ＴＴのエネルギー関連企業フェニックス・パーク・ガスプロセス会社（ＰＰ

ＧＰＬ）とガーナの民間コンソーシアムであるザ・ガス・ギャザリング会社

（ＴＧＧＬ）は技術サービスの契約を締結。 

●ベックルス計画・開発大臣は、３０年までにＴＴ発電事業会社パワージェン

の工業・運輸部門からの温室効果ガス排出量を１５％、二酸化炭素排出量にし

て１億３００万トン削減することを目指していると発表。 

●中銀によると、ＴＴで活動するエネルギー会社による外貨換算額は、２３年

１月から７月にかけて１８％減少。 

 

２ 内政 

●（１２日報道）約１００名のベネズエラ人移民が強制送還された。中には国

連難民高等弁務官事務所（ＵＮＨＣＲ）により難民・亡命者認定されている人

も含まれており、ＵＮＨＣＲはベネズエラ人移民の保護をＴＴ政府に訴えると

共に、強制送還の撤廃を提唱。更に国際人権ＮＧＯアムネスティ・インターナ

ショナルも、人権が侵害される状況から逃れてきた全ての人々に対する法的責

任及び国際人権法を尊重し、強制送還を直ちに停止するようＴＴ政府に要請し

た。 

●（１３日報道）トバゴ島議会（ＴＨＡ）行政長官のオーガスティン氏が、新

政党トバゴ人民党（ＴＰＰ）を設立。 

●（１５日報道）１４日に実施された地方選挙において、１４選挙区中、与党

人民国家運動（ＰＮＭ）が勝利した地方自治体と野党統一国民会議（ＵＮＣ）

が勝利した地方自治体がそれぞれ７対７で拮抗した。投票率は３０．３４％。 
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●（２１日、２２日報道）カリビアン航空は、２日にわたる給与問題を巡った

抗議活動で多数のパイロットの出勤拒否により約６０の便が欠航し、同社は推

定１５００万ＴＴドル（２２０万米ドル）の損失を被った。  

  

３ 経済 

●（４日報道）ＴＴのエネルギー関連企業フェニックス・パーク・ガスプロセ

ス会社（ＰＰＧＰＬ）とガーナの民間コンソーシアムであるザ・ガス・ギャザ

リング会社（ＴＧＧＬ）は技術サービスの契約を締結。ＰＰＧＰＬは今後ＴＧ

ＧＬに対し、技術的及び商業的な指導を提供予定。 

●（８日報道）ウッドサイド・エナジー社は、７月に安全上のトラブルにより

稼働を停止していたトリニダード沖のアンゴスチュラ油田で発生した天然ガス

生産施設の生産を再開した。この生産施設の停止により、ポイント・リサス工

業団地にある４つの石油化学プラントの生産も一時停止していた。 

●（９日、１０日報道）インバート財務相は、内閣が国内の最低賃金を現在の

時給１７．５０ＴＴドル（２．５６米ドル）から３０ＴＴドル（４．３９米ド

ル）へ引き上げることを検討している旨を発表。 

●（２６日報道）ベックルス計画・開発大臣は、３０年までにＴＴ発電事業会

社パワージェンの工業・運輸部門からの温室効果ガス排出量を１５％、二酸化

炭素排出量にして１億３００万トン削減することを目指していると発表。２０

億米ドルのコストがかかる見込み。 

●（２９日報道）中央統計局（ＣＳＯ）の物価指数（ＲＰＩ）によると、昨年

７月から本年同月にかけて、食品とノンアルコール飲料の平均価格は８．６％

上昇した。 

●（３０日報道）中銀によると、ＴＴで事業を行っているエネルギー会社の外

貨換算額は、本年１月から７月にかけて１８％減少した。 

●（３１日報道）ヤング・エネルギー大臣は、ベネズエラの首都カラカスでマ

ドゥロ同国大統領と会談した。両者の面会は、１月に米国がドラゴン・ガス田

開発を妨げていた制裁の条件付免除をＴＴに付与して以来初。 

 

４ 外交 

●（２日報道）奴隷解放記念日の来賓として、ガーナ南部内陸部にあるアシャ

ンティ王国のアサンテヘネ・オトゥムフォ・オセイ・トゥトゥ王が公式訪問

し、カンガルー大統領及びローリー首相に表敬した。更に、ＴＴで開催された

第２１回大西洋横断貿易投資シンポジウムにて、ＴＴとアフリカ大陸間の貿易

関係強化に関して協議した。 

●（２９日報道）２３名のＴＴ人青年がＪＥＴプログラムの参加者として選抜
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され、日本に向けて出発した。 

●（２９日報道）日・ＴＴの二国間関係促進及び学術交流の促進と教育への貢

献に対し、カーター西インド諸島大学（ＵＷＩ）言語学習センター教授に対す

る令和５年春の外国人叙勲（旭日小綬賞）授与式が開催された。 


